
ふれあいの里 利用者アンケート結果について

＊アンケート調査

■対象者

ふれあいの里利用登録者数 １，９４７件

■調査期間

令和2年（２０２０年）11月２日から12月15日まで

■調査方法

郵送によるアンケート調査

■回答数

１，０８８件 （回答率 55.9 ％）



問１ 圏域別回答者数

圏域別回答者数は、谷塚西部圏域が552人と最も多く、５４．４％となっています。次いで、谷塚中央圏域が110
人、谷塚西部圏域が103人となっています。

町名別では、新里町が191人と最も多く、次いで、谷塚町が110人、柳島町が70人、両新田東町が68人、遊馬町
が64人、谷塚上町が64人となっており、利用者の多くがふれあいの里の近隣にお住まいの方であることがわかり
ます。
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問１ 圏域別回答者数



問２ 男女別内訳と年代別内訳

男女別内訳では、女性が５４％、男性が４６％となってます。

また、年齢別では、70歳代が最も多く５１％、次いで80歳代が３６％、60歳代が１１％となっています。
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問2 年齢別内訳



問３ 施設利用頻度

施設の利用頻度は、週に２～３回が最も多く２０１人、次いで月に数回が１９９人、ほぼ毎日が１５０人となって
ます。

また、週に１回以上の利用者は、４９９人で、４６％となっています。
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問３ 圏域別施設利用頻度
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ここ数年利用し

ていない

未回答

圏域別施設利用頻度 谷塚西部 谷塚中央 草加西部 草加安行
草加東部 谷塚東部 新田西部 新田東部
草加稲荷 草加川柳 未回答

施設の利用頻度の圏域別内訳については、週1回以上利用していると答えた方の半数以上が谷塚西部圏域であることがわ
かりました。



問４ 主な利用方法

主な利用方法は、個人利用が５６％と最も多く、次いでサークルが２７％、すこやかクラブが１１％となっていま
す。
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問4 利用方法



問５ 主な交通手段

主な交通手段は、自転車が最も多く403人、次いで徒歩が178人、車が173人となっています。

ふれあいの里のバスを主な交通手段としている方は、128人で全体の１１．８％となっています。
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問５ 主な交通手段



問６ ふれあいの里のバスの利用の有無

ふれあいの里のバスの利用の有無については、ないが７３％、あるが２１％となっており7割以上が利用していない
ことがわかりました。

ある, 225, 

21%

ない, 768, 

73%

無回答, 65, 

6%

問６ ふれあいの里のバス 利用の有無



問７ ふれあいの里のバスの必要性

ふれあいの里のバスの必要性については、今後も必要が３８％、必要ないが１８％、どちらでもよいが３６％と
なっており、半数以上が必ふれあいの里のバスについては必要ないもしくはどちらでもよいと思っているという結
果となっています。
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問７ ふれあいの里のバスの必要性



問８ 利用目的

施設の利用目的については、浴場が456人と最も多く、次いで講座への参加が214人、カラオケが212人となって
います。また、個人利用としては、浴場、カラオケ、友人とのおしゃべりが多い傾向にあります。
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問８ 利用目的（複数回答）



問９ 浴場の利用頻度

浴場の利用頻度については、ここ1年間の間に浴場を利用した方は、474人で全体の31.5％となっており、そのう
ち、ほぼ毎日が143人、週に２～3回が138人、週に1回程度が61人となっています。この一年間の浴場利用者の
うち週１回以上浴場を利用している人は342人となっており7割以上を占めています。
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問１０ 浴場の必要性

浴場の必要性については、全回答者でみると、今後も必要が３９％、必要ないが２３％、どちらでもよいが３０％と
なっており、半数以上が必要ないもしくはどちらでもよいと答えています。

また、浴場を利用したことのある方についてみていると、今後も必要が５９％、必要ないが１０％、どちらでもよい
が２３％となっています。浴場利用者は引き続き浴場を必要と思う人が半数以上いることがわかります。しかしなが
ら、浴場を利用していても、約3割の方は必要ないもしくはどちらでもよいと答えています。
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問１０ 浴場の必要性(全回答者）
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問１１ 浴場の利用目的

浴場の利用目的については、心身のリフレッシュが最も多く354人、次いで、人との交流・会話が244人、健康維
持が217人となっています。

その他の意見の中には、独居のため家の風呂では不安という声が挙がっています。
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１１ 浴場の利用目的 （複数回答）



問１２ 有料制になった場合の利用と適正だと思う利用料

有料制になった場合の利用については、変わらず利用が３６％、回数を減らして利用が１９％、利用しないが２
６％となっています。半数以上がが有料制になっても利用するという回答になっています。

また、適正だと思う利用料金については、100円が最も多く419人、次いで、200円が291人、300円が119人
となっており、100円から200円と答えた方が8割以上となっています。
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問１３ 今後取り組んでほしい事業

今後取り組んでほしい事業については、健康づくりが425人で最も多く、次いで運動機能向上が317人、認知症予
防が291人となっており、健康づくりや介護予防の事業を求める声が多いことがわかります。
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問１４ 設置してもらいたい設備・備品など

施設に設置してもらいたい設備・備品などについては、気軽に集える場（サロン）などが最も多く、次いでマッ
サージ器や健康器具となっています。

その他の意見の中には、食堂やコーヒーショップ、売店などほっと一息つけるような環境を求める声もありまし
た。
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問１４ ふれあいの里に設置してもらいたい設備等 （複数回答）



まとめ

・施設の利用者の5割以上が谷塚西部圏域にお住まいの方であり、施設の近隣の方の利用が圧倒的に多い。
・施設の利用方法は個別利用が多く、頻度は、週に1回以上利用される方の割合は約３割である。
・ふれあいの里の利用手段としてふれあいのバスの利用は１４％で、ふれあいのバスを利用したことがない
方の割合は7割以上である。

・今後のバスの必要性については、必要と答えた方が半数以下である。
・施設の利用目的のうち浴場利用は２５％である
・浴場を利用している方のうち、週1回以上利用されている方の割合は７割以上である。
・今後の浴場の必要性については、必要ない、どちらでもよいとの回答が半数以上を占める
・浴場を利用している方では、浴場の必要性があるとの回答が約６割を占める。
しかしながら、約3割の方は、必要ないもしくはどちらでもよいと回答している。

・浴場の利用目的は、心身のリフレッシュや人との交流とする回答が半数以上を占める。
・一方、浴場利用される方の中には独居等で自宅の風呂には入りにくい環境にある方も1割弱いる。
・施設の利用料を徴収しても継続して利用するとの回答が半数以上である。
・適切な利用料金は100円から200円との回答が8割を占める。
・施設への希望としては、健康づくり、運動機能向上、認知症予防等との回答が多い。


